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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3.1281 3.1217 -0.0064 3.2859 -0.1642

対円 JPY 36.20 36.14 -0.06 35.77 +0.37

対ユーロ BRL 3.3716 3.3608 -0.0108 3.4214 -0.0606

対ドル JPY 113.25 112.80 -0.45 117.55 -4.75

対ユーロ JPY 121.95 121.35 -0.60 122.90 -1.55

Index 64,836 64,578 -258 59,589 +4,989

bps 246.1 243.4 -2.7 280.6 -37.2

% 10.87 10.73 -0.14 11.24 -0.51

% 11.78 11.76 -0.01 12.35 -0.48

% 1.035 1.035 +0.000 0.998 +0.037

Index 194.3 193.5 -0.8 192.5 +1.0

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のドルレアルスポット相場は、１日に公表されたＦＯＭＣを受けて引き続きドル売りがやや優勢となるも、
材料が乏しいこともあり動意は限定的。３．１２台前半で取引を終えた。マーケットでは、ブラジル中銀がどの
水準で（ドル買いに相当する）リバース通貨スワップの実施に踏み切るかに注目している（３．１０を下割れした
タイミングとの見方が大勢）。Ｖａｌｏｒ紙が報じたところによると、Ｇｏｌｄｆａｊｎ中銀総裁は、今後１０年という長期的
なスパンで考えた場合、「インフレ目標値を３％まで引き下げることもあり得る」との見解を示した模様。現在の
目標値は４．５％であり、中銀は毎年２年先の目標値を公表している。２０１９年の水準については、「まだ何も
決定されていない」とし、「６月の公表を予定している」と発言している。足許でインフレ率は、政府が過去意図
的に引き上げてきた規制価格の上昇が沈静化したことを主因として落ち着きを取り戻しており、４．５％まで
収斂するシナリオが現実味を帯び始めている。これを受け、中銀も利下げペースを加速させる見通しで、
今月２１－２２日に開催されるＣＯＰＯＭでも７５ｂｐｓの利下げが見込まれている。

トランプ米大統領は昨日、北米自由貿易協定（ＮＡＦＴＡ）について、「非常に不公平である」との見解を改め
て示すと共に、「再交渉に向け、９０日後（５月以降）の討議開始を望む」と発言。また、上院財政委員会の
Ｈａｔｃｈ委員長も、同協定は２０年余り前に結ばれたものであり、見直しは、「理にかなう」と述べている。


